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◇“我等の生業”

◇出席報告

会貝 57名 出席46名

出席率 80.70%

前回 2月17日 （修正出席率）98.25％

◇ビジター紹介 8名

◇お誕生日祝福

大谷夫人（2/18）、斉滕君（2/26）

◇ニコボックス

水野民也君 『保健と体育」と言う維誌に

拙文が出ました。

西村禎二君背山俊迩師を誰師としてご

紹介するに当りまして。

秋山茂則君水野賀続君本日早退させ

ていただきます。

笹野義春君先日麻雀会で優勝しました。

杉山貞男君先日加藤会長に大変御世話に

なりました。

竹内真三君滞広西の方からの‘‘月見坂か

ら”送料を頂きましたので。

大谷和雄君夫人誕生日祝い。

斉藤康二君誕生日祝い。

浅井誠寿君結婚記念日祝い。

◇青山幹事報告

1． 本日例会終了後、理事役員会を開催いた

しますので、理事役員の方は2F橘の間に

お集まり下さい。

◇加藤(敏)会長挨拶

最近、色々なスポーツが一般大衆に浸透し、

それに伴って捻挫を起こす機会も多くなって

きました。捻挫を起した場合に、あるいは、

その予防の為にテーピングを行うことがあり

ます。テーピングとは、 ノリのついたテープ

による固定のことであり、従来より絆創'瀞固

定という型で、治擁に使われて参りました。

この起源としては、 5千年以上昔の古代エジ

プトに棚ります。ノリのついた包帯は、1920

年代に米国で作られ、う．ソトボール．バスケ

ットボール．サッカーなどの烈しいスポーツ

種目で外傷予防に用いられ、他の種目にも広

がって参りました。我国では、1970年代頃よ

り、この製姉が輸入され、現征では、国産品

も多数あり、一般スポーツ愛好家の間でも行
われているのが現状です。スライドでお小し

した様な、手足の関節の「所綱」柔らかい方
は、関節の「過柔軟性』がかえって、関節の

不安定をきたしましたので、この様な方は、

「テーピング」により関節の軽腰固定を行い、
連動時の安静を図つた方がいいと思います｡

外傷発生の予防、早期からの機能回復訓練や

「プレー」への参加などを、主たる目的とし

て、行われるのを『アスレチ.ソクテーピングJ
といいます。

◇誌 演

、､ほんとうの生き甲斐とは”

愛知特別尼僧堂長

青山俊蓋 尼老師

（紹介西村君）
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仏教関係の出版をしているP社が倒産に追

いこまれ、ある日、その社長か'《'4禅にやって

来られた。私は社艮さんの顔を兄るなりこう

言った。

「社長さん。人生の目的は、 jj;業に成功す
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条件の中でも姿勢をくずさずに、たとえば白

隠禅師が「南無地獄大菩薩」と書かれたよう

に、 どんなこともようとそと受けて立つ、そ

のことに生き甲斐老感ずるという、生き方の

確立こそ大切ぽことであろう。

◇RIニュースより

財団寄付に対する褒賞枠算出基準決定さる

R1_のロータリー財団管理委員会は、1986

年10月の会合で、 ロータリー地区の褒賞枠決

定の算出基準を米貨23,000ドルの倍数と定め

ました。 この数字は、 1986-87年度寄付に適

用され、 1989-90年度のプログラムに使う褒

賞枠の対象になります。

褒賞枠は、財罰の全プログラムにおける各地

区の「貢献度」を具体化しています。各ロータ

リー地区は、寄付額にかかわりなく、毎年1件

の褒賞枠を受け、 さらに、財団の全補助金逢

申請できるばかりでなく、毎年1件の研究グ

ループ交換補助金を申請する資格もあります。

この算出基準を決めるに当たっては、開発

途上国に50件の3年制の飢餓救済奨学金と50

件の1年制の奨学金を授与することも考慮に

入れています。また、寄付額が補助金の額よ

り下回っている地区も考慮に入れています。

褒賞枠の詳細、すなわち、獲得方法、算出

基準の決定方法などについては中央事務局に

照会して下さい。

◇2月度理事役員会

1． 尾張第一分区‘名古屋第一分区・名古屋

第二分区国際垂仕委員長会議ホスト開催

の件

2． スリランカ義損金の件

3 1986～87年度下半期親睦活動委員会の件

◇例会変更のお知らせ

豊山一城北RC 3/101火｝一周年記念例会の

為、栄東急インにてPM6:

00より

名古屋和合RC 3/11㈹創立15周年記念例

会の為、 PM5:30より

名古屋港RC 3/13{金) F.SMの為、ホテ
ルオークラレストランにて

PM6:00より

名古屋東RC 3/16IHI F.S.Mの為、八事

八勝館にてPM6;00より

◇次回例会（3月3日）

講演 “日本の航空宇宙事情”

名古屋大学工学部講師

林 光一氏 （紹介野村君）

◇次々回例会（ 3月10日）

講演 画時事問題”

中日新聞社論説主幹

田村新次氏 （紹介小笠原君）

ることとか、金を儲けたり、名誉を得たりす

ることではありません。成功したり失敗した

り、損したり得したり、そん鞍ことは人生の

生きてゆく上での一つの姿であって、 どっち

でもよいことです。その手に出版という仕事

を持とうが、鍬や鎌を取ろうが、ペンを持と

うが、生きざまは千変万化あり、 さまざまの

起き臥しがあっても、それは別にどうという

ことはない。それが人生の道具だてというも

のだから、問題は幸・不幸、晴雨さまざまの

人生をどう受けて立つか、それらを通して何
に気づくか、何にめざめるか、何に出会うか

というところにあると思うのですよ」

涙を流し葱がら聞いていた社長さんが、口

ごもり葱がらとん葱こと老言った。

「あまりつらいので、仏さまの手の中へ逃

げようとも思ったり、逃げるのは卑怯だとも

思ったり致しまして．…．．」

私は思わず声をはげまして言った。

「それは心得がちがう。仏さまは‘逃げる

な！”をおおせにぱる。 ，,姿勢を正して受け

て立て”とおおせになる。修行というのは特

別の場所で、特別のことをするととじやあり

ません。授かった場轟道場とし、授かった仕

事を具体的修行の材料として行ずるほかに、

修行があると思ったら大変葱間違いです」

私の好き歴句に「投げられたところで起き

る小法師か底」というのがある。起きあがり

小法師、つまり達磨さんがボンと放り投げら

れた。その場所が泥んこの中であろうが、ご

みための中であろうが、 「私はこん准ところ

嫌だ。絹の布団の上でなけりや嫌だ」と文句

はいわない。いつどんな所へ放り出されても

無条件にそこをわが住み家、わが正念場と腰

をすえて受けて立て、 というのである。

われわれの生き方を反省してみよう。われ

われは、いつでも、ああしたい、 こうしたい、

あれは嫌だ。これはかなわんと取捨選択して

いる。気まぐれな私の思いを先として、気に

いったことは追っかけ、気にいらないことは

逃げ、あるいは誰か助けてくれないかとキョ

ロキョロしたり、背比べしてよいといい気に

鞍って高慢になり、悪いと劣等感に落ち入っ

て立ち上ることさえできぽくなってしまうな

ど、いつでも姿勢がくずれている。

追わず逃げず、 くずれず背比べせず、今こ

こで、いかなる条件の中にあっても文句なし

に姿勢を正して立ち向う、 この生きざまの確

立こそ大切唾ことなのである。これを坐禅と

いい、坐禅人の生きざまという。

金を儲けたり、名誉を追っかけたりするこ

とに生き甲斐を感ずるのではなく、いか葱る
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